
大震災のがれきを、資源に

岩手県大槌町へ災害救援ボランティアに４月・５月と２回、

市社協のバスパック(１泊２日)で参加。内陸部の遠野市から

釜石市に入ると、がれき一面の光景が目に入って来た。家

屋などの木材、コンクリート片、鉄骨材、自動車、電化製品

船・・・・。隣の大槌町に入ると、町役場跡、焼け焦げた小学

校の建物が目に飛び込んできた。大槌川の上流部の比較

的被害が小さかった（床上浸水）団地に着くと、道路沿いや

公園に家財道具のがれきの山が続いていた。これらのがれ

きの山を目にして、ごみ減量アドバイザーの視点から大変

気がかりなのは、これだけ大量のがれきが、どのように処理

され、分別され資源として活かされるのだろうかと言う事だ。

福島、宮城、岩手 3県で約 2200 万トンと推計(気が遠くなる

ような数字)されるが、一刻も早く、処理方法を定め、処理施

設の確保から処理までを考えると、一大産業として、地域の

雇用にもつながるのではないかと思う。ＴＶで廃材をリサイク

ルして仮設住宅の床材などに活用している工場があると報

道していたが、施設の 8 割が被災をしている状況で、どのよ

うな方法があるにしても、国が積極的に動かない限り、先が

まったく見えない状況にある。早い支援を望む。

☆ このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行わ

れる催しをお知らせいたします。催し物がない日で

も、気楽にお出かけください。良い情報交換ができ

ると思います。

★ 修理工房よりお知らせ

包丁とぎ・・毎週水曜日 午後１時より午後３時まで

※一人１本(無料)・・・１日１０本まで
★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エ

コ文具の販売､ペットボトルから作ったネクタイの

販売と、手づくりのリサイクル品、布ぞうり､袋物､

さき織り製品等を販売しています。

平成２３年１０月カレンダー

1 土 休館日

2 日 休館日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土 休館日

9 日 休館日

10 月 休館日

11 火

12 水

13 木 和服のリフォーム①

14 金

15 土 休館日

16 日 休館日

17 月 布ぞうり作り①

18 火

19 水

20 木 和服のリフォーム②

21 金

22 土 休館日

23 日 休館日

24 月 布ぞうり作り②

25 火

26 水

27 木 和服のリフォーム③

28 金

29 土 休館日

30 日 休館日

31 月
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◇わくわく講座◇ （参加費１回１００円）

★布ぞうり作り（２回コース、定員 10名）

日 時 … １７日（月）、２４日（月）午前１０時～午後３時

持ち物 … ゆかた等木綿の布、ものさし３０ｃｍ位､はさみ、お弁当

☆材料費 … ３０円

★和服（作務衣）のリフォーム（４回コース、定員６名）

日 時 … １３日(木)、２０日（木）、２７日(木)、１１月１０日(木)

午前１０時～午後３時

持ち物 … 着物（解いてくる）、重襟用布、裁縫用具（絹手縫い用糸）、

肩すべり布、ズボン用布、お弁当

☆諸費用 … １００円

体験コーナー

★空き缶のリサイクル

★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物が

あります。

生ごみの堆肥化とごみ減量

わかりやすく、すぐ実行で

きるごみ減量法をアドバイ

スいたします。

さあ！出かけましょう

エコ・ハウスへ

申し込み､問い合わせ先

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神3-11-31 ℡23－5144
エコ・サポート21ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/ecohouse/index.html

アドバイザーとして、１年６ヶ月

アドバイザーとして委嘱を受け、１年６ヶ月になります。それまで

は「ごみ｣に対する関心が薄く、分別も随分いい加減だったと思いま

す。８月夏休み小学生高学年を対象に「子どもごみ探検隊｣を企画、

そこで、子ども達と水工技研に見学に行きました。見学をして感じた

事は、何でも機械化の進んでいる今の時代でありながら、手作業で各

家庭から出されたプラスチックごみを分別していることでした。冬の

寒さや夏の暑さという厳しい作業環境を思うと、一人ひとりがきれい

に、臭いが出ないようなごみの出し方をしなければいけないと、自分

自身も反省をしました。そして、現状を見てなぜきれいにしなければ

いけないのかも、理解できました。

また、ウィークエンドリサイクルの立会いも、ダンボールと厚紙の

区別、びん、缶のキャップは、赤い袋の不燃物として出すことなど、

市民にアドバイスをしながら自分自身も多くのことを学びました。ア

ドバイザーの活動を始めて、テレビや新聞に載る「ごみ」の話題に敏

感になりました。ごみ処理施設見学と同様、アドバイザーの仕事も、

多くの人が携わっていき、全自治会に経験者がいるようになると、「ご

み関心度｣が高まり、より一層、ごみ減量へ向かうと思います。




